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2017年10月号

特集：インフルエンザ

インフルエンザウイルスの増え方
8時間で100倍に増える！

8時間後

32時間後

24時間後16時間後

（解説は２ページ）



月 火 水 木 金 土
午前
午後 休診 休診 休診

診 療 の ご 案 内

午前の診療は 7：30 から 12：00 です。
月木の午後は 14：00 から 18：00 です。
金曜の午後は 16：00 から 19：00 です。

Ｓ

事務 竹澤 優子
インフルエンザを疑った時の受診の流れ

当院では、インフルエンザを疑う患者さんが受診した際、通常の診察の方への感
染を防ぐため、他の患者さんとの接触を最小限にするように配慮しています。また
インフルエンザを疑う患者さんには高熱や倦怠感など症状が重い方もいらっしゃい
ますので、早めに帰宅していただけるように迅速な対応を心がけています。
① 診察券と保険証をお預かりしましたらすぐに処置室にご案内します。処置室の黄
色の椅子に座っていただき、すぐに職員が症状をおうかがいいたします。
（※倦怠感が強く、起きていることがつらい場合はベッドにご案内します。）
② 第二診察室に移動していただき、医師が診察を行い、インフルエンザが疑われる
場合は迅速検査を行います。（結果が出るまで10分～15分程度かかります）

③ 医師から検査結果とお薬についての説明があり、そのまま第二診察室で会計を行
います。

④ 吸入式のインフルエンザ薬が処方された場合は、職員が説明しながら院内で吸入
していただきます。

⑤ すべて終了後、まっすぐお帰りいただきます。

【注意点】
・熱が高い場合やインフルエンザの人と接触した場合は、受付に申し出て下さい。
・インフルエンザは感染が拡大しやすい疾患です。咳が出る時はマスクをして受診
しましょう。感染予防のため付き添いの方もマスクの着用をお願いします。

受診前に気になることがあれば、電話でおたずねください。 ☎46-1511





 ゼΜルΔダΜノよ話題    宇長 頴溢俊允 
 

 允般よづぶらよゃ�鼻もぞぽべ上気道よ縁症め＼高熱て出ィねもらぜ�ア多どぜ

ア�ふカて＼ゼΜルΔダΜノら 39×

40↓よ熱て急ゅ出む＼上気道よ症状

よ�づゅ韓節痛�筋肉痛＼全身倦怠憾

やゃよ重ぞ症状て出�び〜ゼΜルΔダ

Μノら 15 歳威価よ小児てづづア�び

ぞ允方め＼ゼΜルΔダΜノゅ™ィ死亡

率ら高齢者め高どやア�び≧卯図参

照∞〜高齢者も小児よゼΜルΔダΜノ

予防接種ゅ自治体て補助オ出びよら＼

ねよ両者オゼΜルΔダΜノづァ守ィ

狙ぞてぜア�び〜 

 

 2009 年ゅら新型ゼΜルΔダΜノて世関オ賑ェふ�ぱべ〜幸ぞやねもゅねよ時よ

ゾゼΔパよ毒性らぷイ�ゃ強どやど＼現在めら A 型ゼΜルΔダΜノよ允種もぱむ或

ェイむぞ�び〜ぱづぱ今後�別や新型ゼΜルΔダΜノよ発生て心配はイ�び〜鳥よ

ゼΜルΔダΜノゾゼΔパら通常ヨ�ゅら憾染ぱ�ふカて＼大量よゾゼΔパオ吸ぞ込

�も憾染ぱむぱ�だねもてぜアぢ�び〜ぷよ憾染者ゅ通常よヨ�よゼΜルΔダΜノ

ゾゼΔパて同時ゅ憾染オつねびも＼細胞内め鳥もヨ�よゼΜルΔダΜノゾゼΔパよ

DNA て混ひア合ぽむ＼ヨ�ゅ�容胃ゅ憾染オつねび鳥ゼΜルΔダΜノゾゼΔパゅ

変違ぱむぱ�だ寡能性てぜア�び〜養鶏場やゃめ鳥ゼΜルΔダΜノて出ィも全部よ

鳥オ殺処分びィよらねイオ防なべ�めび〜重症型よ鳥ゼΜルΔダΜノめらよゃ�肺

威崖ゅ�腸�筋肉やゃめ�ゾゼΔパて増殖びィよめ＼死亡率て高どやア�び〜 

 

 表紙よ快説めびて＼ゼΜルΔダΜノゾゼΔパら 8 時関め 100 倍ゅ増ぢ�び〜べぞ

ぱべねもやぞも憾ひィ方�ぞィづ�ぱイ�ふカて＼つ金ゅべもぢィも増殖よ速はて

実憾めでィも思ぞ�び〜朝 8 時ゅ 1 宴オ拾ぞ�ぱべ〜

ンドホ�ゅ入イむつぞべァ夕方 4 時ゅ 100 宴ゅやア�

ぱべ〜帰宅ぱむ既よ上ゅ置ぞむつぞべァ夜中よ 12 時ゅ

ら 1 万宴ゅ＼翌日よ朝 8 時ゅら 100 万宴ゅやア＼夕方

4 時ゅら 1 牡宴ゅやぽむぱ�ぞ�び〜つ金ぺぽべァだ

イぱぞめびて＼1 日ほ�ぽもめねカやゅゼΜルΔダΜ

ノゾゼΔパら増ぢむぱ�だよめび〜 

インフルエンザによる年齢別罹患率と死亡数
1. インフルエンザ罹患率は小児に高く、死亡数は高齢者で高い。
2. インフルエンザは「老人の最後の灯火を消す病」とも言われています。
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ワクチン接種は高齢者の死亡の危険を約80％減らす



 風邪もゼΜルΔダΜノよ磯ぞ 管護師 佐」木寿美子 
 

 £ゼΜルΔダΜノ％らゼΜルΔダΜノゾゼΔパてよゃ�気緩支＼肺ゅ憾染ぱ増殖びィね

もゅ™ぽむ起ねィ病気めび〜ゼΜルΔダΜノゾゼΔパゅら強力や憾染力てぜア＼ぞぽべカ

流行びィも多どよ人ゅ短棄関め憾染て広�ア�び〜£ゼΜルΔダΜノ％らどぱ���慨やゃ

め唾越�鼻水て小はや水滴もやぽむ飛ろ散ィねもめ憾染ぱ�び〜憾染びィも約Ｌ×Ｎ日よ

潜伏棄関よぜもめ発症ぱ�び〜 

 £ゼΜルΔダΜノ％ら普通よ風邪もら原©＼症状やゃて磯ぞ�び〜 

 風邪 ゼΜルΔダΜノ 

発症時棄 允年オ通ひむ 冬季ゅ流行 

症状よ進行 ©ィ�づ 急激 

発熱 通常ら微熱≧37×38↓) 高熱≧38↓威上) 

主や症状 上気道症状 全身症状 

 

主症状≧発熱威崖∞ 

…どぱ�� 

…よゃよ痛� 

…鼻水＼鼻み�ア やゃ 

…慨…よゃよ痛�…鼻水 

…全身よぺィは…食欲不振 

…韓節＼筋肉痛…頭痛 やゃ 

 

原©ゾゼΔパ 

ΒゼヤゾゼΔパ 

ニΖムゾゼΔパ 

ズミヤゾゼΔパ 

     やゃ 

 

ゼΜルΔダΜノ 

ゾゼΔパ 

 

 多どよ場合Ｌ週関程度め治ア�びて＼乳幼児�高齢者＼持病よぜィ方よ中ゅら合併症�

持病よ圧佳オ招ど場合てぜア�び〜合併症ら＼小児めら£ゼΜルΔダΜノ脳症％＼高齢者め

ら£二次性細菌性肺縁％ゅ注維て必要めび〜 

�ゼΜルΔダΜノ脳症‥ゼΜルΔダΜノゅ™ィ発熱中ゅ維識障概�にぞイカ＼嘔吐＼頭痛＼

違常行動…言動やゃて現イ＼最圧よ場合命ゅづづェィ病気めび〜ねよ™だや症状て�ァ

イべァびなゅ受診ぱ�ぱ�だ〜 

�二次性細菌性肺縁‥高齢者てゼΜルΔダΜノゅ憾染びィも＼気道粘膜�全身よ抵抗力て

はァゅ低価びィべ�細菌ゅ憾染ぱ�びどやア＼細菌て原©よ肺縁オ発症ぱ�びどやア�

び〜高齢者よ死©よ多どら肺縁めびよめ早棄よ治療て必要ゅやア�び〜 

 

 症状てぜア�ぱべァ早�ゅ受診ぱ＼早棄よ治療…憾染核大よ

予防ゅまも��ぱ�だ“ 

 



 ゼΜルΔダΜノよ治療ゅまぞむ 
               管護師 森�な� 

 

 ゼΜルΔダΜノら憾染力て強ぞべ�＼憾染初棄ゅ適切ゅ治療びィねもて大切めび〜ゼΜ

ルΔダΜノよゾゼΔパら体よ中め急激ゅ増殖びィべ�＼抗ゼΜルΔダΜノ薬ら症状て出む

づァ 48 時関威内ゅ使用びィねもて重要めび〜体内よゾゼΔパ量て少やぞ段劾め早�ゅ抗

ゼΜルΔダΜノ薬オ使ぢり＼発熱ぱむぞィ棄関オ短どびィねもてめで�び〜抗ゼΜルΔダ

Μノ薬ら経口薬＼吸入薬＼点滴＼小児用よ�ΒゼハΖホロてぜア�びて＼年齢�病状ゅ合

ェふ薬オ選択ぱ�び〜ぷよ�づ＼熱�よゃよ痛�＼慨�鼻水やゃ症状ゅぜェふむつ薬オ処

方ぱ�び〜 

 プヵルΔやゃよ抗ゼΜルΔダΜノ薬め違常行動て生ひィよめらやぞづもぞだ話てぜア�

ぱべて＼現在ら薬よ副作用めらやぞも判断はイむぞ�び〜高熱ゅ™ア脳ゅ違常オでべぱ違

常行動て�ァイィ場合てぜア�びよめ＼特ゅ子供�未成年者よ場合らＬ人ゅやァやぞ™だ

配慮ぱむぞべぺどねもオつ伎ぞぱ�び〜 

 

 

生滑上よンゼΜ� 

 …以静ゅぱむ十分や睡眠オ取ア�ぱ�だ〜 

 …高熱ゅ™ィ脱水予防よべ�ゅ＼ね��や水分摂取オ行ぞ�ぱ�だ〜 

 …食んァイィ�よめづ�ェやぞよめ＼少ぱぴま食んィ™だゅぱ�ぱ�だ〜 

 

 

快熱剤ゅら注維て必要めび“ 

 ゼΜルΔダΜノよ場合＼自己判断め座薬�快熱剤オ使用びィも＼脳縁�脳症よ合併症よ

頻度て増ぢむぱ�だも言ェイむぞ�び〜 

 

 使用寡能や快熱剤………ッΖム【Δ＼ズΜヨユ座薬やゃ 

 注維ぱべぞ快熱剤………ユルスΓΜ＼ヲΔプΕΜ＼ΖヅフメΜ＼ンΜプ【Δやゃ 

 

 

 

       の不明や点らつ気軽ゅの相談どぺはぞ〜 

 

 



 出席停止�崖出ゅまぞむ    検査技師 森由美 
 

 ゼΜルΔダΜノら額校保健以全法ゅ定�ァイむぞィ憾染症め＼規定ゅ定�ァイべ通アゅ

額校�幼稚怨＼保茨怨オ休�やにイりやア�ふカ〜 

∋額校≧小＼中＼高＼大額やゃ∞ら熱て出始�むづァ 5 日威上経我ぱ＼づま＼ 

 �ィ 1 日 37↓威上よ熱て出やぞ日よ次よ日づァ 2 日関出席停止めび〜 

∋幼稚怨＼保茨所ら熱て出始�むづァ 5 日威上経我ぱ＼づま＼�ィ 1 日 37↓ 

 威上よ熱て出やぞ日よ次よ日づァ 3 日関出席停止めび〜 

�熱て出始�べ日ら 0 日め＼翌日づァ 5 日関めび〜価よ図オ参考ゅぱむどぺはぞ〜 

 低年齢�ゃゾゼΔパて体内ゅ残ア�びど＼憾染はふィ寡能性てぜィ棄関て長ぞべ�＼幼

稚怨＼保茨所よ出席停止棄関て長どやぽむぞ�び〜大人よ方ら廻社め規定てやにイり額校

よ規定オ参考ゅ休カめどぺはぞ〜診断書て必要や方ら職�ゅつ申ぱ出どぺはぞ〜 

 ゼΜルΔダΜノゾゼΔパら発症後 5×7 日関らゾゼΔパよ排出てぜア�び〜周易をよ憾

染オ防なべ�ゅ崖出ら控ぢィづ＼ヴパデオ着用ぱむ崖出ぱ�ぱ�だ〜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解熱とは「まる 1日 37℃以上の
発熱がないこと」を指します。 
 



 ゼΜルΔダΜノよ予防よンゼΜ� 

                 検査技師 中鉢由香 
. 

崖出先づァ帰ぽべァ＼£手洗ぞ％も£だてぞ％オぱ�ぱ�だ 

 �正ぱぞ手よ洗ぞ方÷手オ水めゆァぱむ石にカオまにむ洗ぞ�ぱ�だ     

  	  	  

	      
 �正ぱぞだてぞ 

 

 

 

 

 

 

崖出時らヴパデオまに�ぱ�だ 

                 

               �使ぞ捨むヴパデオ使ぞ＼1 日 1 怪交柑ぱ�ぱ�だ〜 

 

               �左よ図よ™だゅ鼻もぜのオぱぽづア覆ぞ�ぱ�だ〜 

 

               �鼻も��よ関ゅ隙関てめでやぞ™だゅ＼自分ゅ 

                合だネゼヒよ�よオ選ろ�ぱ�だ〜 

 

普段づァ十分や睡眠もユΒΜパよ™ぞ食事オ心てに＼免閲力オ高�むつで�ぱ�だ 

 

室内ら家湿奇やゃオ使ぽむ適度や湿度オ保ほ�ぱ�だ 

 �湿度よ目以÷ツΒパよニホロゅ氷水オ入イむ部乙ゅ置ぞむ��ぱ�だ〜 

  びなゅニホロゅ水滴てまぞべァ＼適度や湿度てぜィ証拠めび〜 

  逆ゅ 3 分べぽむ�ニホロゅ水滴てまづやぞ場合ら＼冠燥ぱむぞィ証拠めび〜 

 

やィんど人よ多ど集�ィ場所をよ崖出オ控ぢ�ぱ�だ 

 

ゼΜルΔダΜノて流行びィ前ゅ予防接種オ受に�ぱ�だ≧7 ヰ【バ参照∞ 

手のひら 手の甲 指先・つめの間 

指の間 親指 手首 

⑲ レデレデだてぞめ口よ中オ 

©びぞめ吐で出び 

⑳ ツΒツΒだてぞ≧15 秒∞オぱむ 

吐で出び 

� �だ允度ツΒツΒだてぞ≧15 秒∞ 



 ゼΜルΔダΜノΘデベΜ     管護師 関開理 

 

�毎年予防接種びィよらやぶ’ 

 人ゅ憾染ぱ流行びィゼΜルΔダΜノゾゼΔパゅら A 型＼B 型よ 2 まてぜア�び〜ゼΜル

ΔダΜノゾゼΔパら毎年変違ぱやてァ流行びィべ�＼流行て予測はイィゾゼΔパゅぜェふ

べΘデベΜて生産はイ�び〜今年よΘデベΜら A 型 2 竃＼B 型 2 竃ゅ対殴びィ 4 夏Θデベ

Μめび〜�べ＼憾染予防効珂ら約半年も言ェイむぞ�びよめ＼毎年接種て必要めび〜 

 

�ゼΜルΔダΜノらやぶ冬ゅ流行びィよ’ 

 日本めらゼΜルΔダΜノら通常 11 月価旬×3 月ゅ流行ぱ�び〜ねイら＼仮度て低ど冠燥

ぱべ冬ゅら＼空気中ゅ漂ぽむぞィゾゼΔパて長生でびィづァめび〜�べ＼冠燥ぱべ冷べぞ

空気ゅ™ア＼私べほよよゃ�鼻よ粘膜て弱ぽむぞ�び〜特ゅ年末年始ら人て遺動びィべ�

ゾゼΔパて全国的ゅ広てィも言ェイむつア＼ねイァよ原©て重やぽむ冬棄関て流行ぱ�び

ぞ時棄ゅやぽむぞ�び〜 

 

�ぞま接種びィもぞぞ’ 

 ゼΜルΔダΜノΘデベΜら接種ぱむづァ実際ゅ効珂オ発旗びィ�めゅ約 2 週関づづア�

び〜11 月中旬頃�め接種オ終ぢむつども™ア効珂的めび〜当宇めら 10 月づァゼΜルΔダ

Μノよ予防接種オ行ぽむぞ�び〜1 歳づァ 13 歳未満ら 2 怪接種＼13 歳威上ら 1 怪接種め

び〜小児ら免閲てまでゅどぞよめ＼2×4 週関ぜにむ 2 怪接種びィねもて必要めび〜 

 

�料金ゅまぞむ 

 1 怪 3500 宴めび〜 

 

 町内ゅ住所オ有びィ満 1 歳づァ中額 3 年生よ小児め接種オ忌望はイィ方ら＼ゼΜルΔダ

ΜノΘデベΜ費用よ允部助成て受にァイ�び〜健康福祉霞を申請ぱ＼予診票も受診券よ交

付て必要ゅやア�び〜助成ゅ™ア 1 怪 2500 宴め接種寡能めび〜 

 町内ゅ住所オ有びィ満 65 歳威上め接種オ忌望はイィ高齢者よ方ら＼個人ゅ配布はイべ

予診票も済証オ持参ぱむどぺはぞ〜助成ゅ™ア 1700 宴め接種寡能めび〜 

 最上町威崖よ方�当宇め接種めで�びて＼市町村ゅ™

ア助成オだにィべ�よ手続でて違やア�びよめ＼つ住�

ぞよ市町村ゅつ問ぞ合ェふどぺはぞ〜 

 

 

 



月 火 水 木 金 土
午前
午後 休診 休診 休診

診 療 の ご 案 内

午前の診療は 7：30 から 12：00 です。
月木の午後は 14：00 から 18：00 です。
金曜の午後は 16：00 から 19：00 です。

Ｓ

事務 竹澤 優子
インフルエンザを疑った時の受診の流れ

当院では、インフルエンザを疑う患者さんが受診した際、通常の診察の方への感
染を防ぐため、他の患者さんとの接触を最小限にするように配慮しています。また
インフルエンザを疑う患者さんには高熱や倦怠感など症状が重い方もいらっしゃい
ますので、早めに帰宅していただけるように迅速な対応を心がけています。
① 診察券と保険証をお預かりしましたらすぐに処置室にご案内します。処置室の黄
色の椅子に座っていただき、すぐに職員が症状をおうかがいいたします。
（※倦怠感が強く、起きていることがつらい場合はベッドにご案内します。）
② 第二診察室に移動していただき、医師が診察を行い、インフルエンザが疑われる
場合は迅速検査を行います。（結果が出るまで10分～15分程度かかります）

③ 医師から検査結果とお薬についての説明があり、そのまま第二診察室で会計を行
います。

④ 吸入式のインフルエンザ薬が処方された場合は、職員が説明しながら院内で吸入
していただきます。

⑤ すべて終了後、まっすぐお帰りいただきます。

【注意点】
・熱が高い場合やインフルエンザの人と接触した場合は、受付に申し出て下さい。
・インフルエンザは感染が拡大しやすい疾患です。咳が出る時はマスクをして受診
しましょう。感染予防のため付き添いの方もマスクの着用をお願いします。

受診前に気になることがあれば、電話でおたずねください。 ☎46-1511
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